
1014

BRAINandNERVE 66巻８号 2014年８月

発 行 株式会社 医学書院

代 表 者 金原 優

〒113-8719 東京都文京区本郷1-28-23
電話 編集室直通(03)3817-5701 (小藤・風間・山﨑)

販売部直通(03)3817-5659

FAX (03)3815-7802

E-mail bn＠igaku-shoin.co.jp
Web http://www.igaku-shoin.co.jp/mag/bn
オンライン投稿 ID：brain パスワード：nerve

BRAINandNERVE(第66巻 第８号)

2014年８月１日（毎月１回１日発行)

定価：本体2,700円＋税（送料実費）
2014年 年間購読料（税込，送料弊社負担）
冊子版36,690円，冊子＋電子版(個人)41,690円／(共有)47,200円，
電子版(個人)36,690円／(共有)42,200円

印刷所 ㈱アイワード (011)241-9341

広告申込 ㈱ハイブリッジエージェンシー (03)3814-0089

･PublishedbyIGAKU-SHOINLtd.,1-28-23Hongo,Bunkyo-ku,Tokyo 2014,PrintedinJapan.
･本誌に掲載する著作物の複製権・翻訳権・上映権・譲渡権・公衆送信権（送信可能化権を含む）は㈱医学書院が保有します。
･本誌を無断で複製する行為（複写，スキャン，デジタルデータ化など）は，「私的使用のための複製」など著作権法上の限られた例外を除き
禁じられています。大学，病院，診療所，企業などにおいて，業務上使用する目的（診療，研究活動を含む）で上記の行為を行うことは，
その使用範囲が内部的であっても，私的使用には該当せず，違法です。また私的使用に該当する場合であっても，代行業者等の第三者に依
頼して上記の行為を行うことは違法となります。
･ ㈳出版者著作権管理機構委託出版物>
本誌の無断複写は著作権法上での例外を除き禁じられています。複写される場合は、その都度事前に㈳出版者著作権管理機構（電話
03-3513-6969，FAX03-3513-6979，info＠jcopy.or.jp）の許諾を得てください。
＊「BRAINandNERVE」は株式会社医学書院の登録商標です。

あとがき
本号が店頭に並ぶ頃は夏真っ盛りでしょうか。梅雨のうっとうしい毎日の中でこの編

集後記を書いています。神経疾患と梅雨は相性がよくないようで，この時期はパーキン

ソンのお婆ちゃんも片頭痛のお姉さんも愁訴がいつにもまして増えてきます。梅雨を吹

き飛ばすような明るい話題があればよいのですが，ワールドカップも日本は１勝もでき

ず消えてしまいましたし，ついつい外来の診療時間が長くなってしまいます。しかし，

しばし話を聞いた後にニコリと笑って「梅雨が明ければよくなるよ」と言うと，以前よ

り納得していただける患者さんが増えたように思うのは，年を取ったことで私の外見が

よりプラセボ効果を発揮する機会がふえた，ということでしょうか。“Patients trust

grayhair.”，至言だと思います。

６月に入ってSTAP細胞に関する一連の騒動も一段落した感があります。“サイエン

スの常識を覆す”と大きく喧伝され，着実に発展していれば梅雨など吹き飛んでしまう

ような明るい話題になっていたはずですが，この数週間の間に明らかになっているデー

タは，STAP細胞/STAP現象そのものの存在を否定するものばかりです。しかし，少

なからぬ数の専門家がこの現象の存在を当初支持していたわけで，これは，“極限状態

に置かれた細胞にはリセット機構が働く”という，決して荒唐無稽ではなく“意外だけ

れども有りそうな”ストーリーが描かれていたからであろうと私は思います。梅雨で調

子の悪いパーキンソンのお婆ちゃんは，外来診察室でSTAP細胞への期待を切々と

語っていました。サイエンス，特に医学の最先端の研究は１人１人の難病の患者さんの

期待の上に乗っかっていることを実感する一時です。私は人間が甘いので，いまだに

STAP細胞/STAP現象が本当であったらいいなと思っていますが，もし，悪意ないし

思い込みに基づくまったくの虚偽であったとしたら……，救いようのない気分になるの

は私だけでしょうか。

今月の特集は神経系悪性リンパ腫です。“greatimitator”の名はかつては多発性硬

化症に冠されていましたが，画像診断の進歩した今もなお，ライム病と並んでこの名に

値する数少ない疾患の１つであると思います。悪性リンパ腫の側に人を騙そうなどとい

う魂胆がないのは自明ですが，ある種の思い込みが神経系悪性リンパ腫の診断・治療を

曇らせる，という経験を私も含めて臨床家の先生方はお持ちでしょう。本号に掲載され

た６人のexpertの論文が，先生方の苦手意識を払拭するきっかけとなることを祈念し

てやみません。
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